












明治 18（1885）年 6 月の伊加賀切れの象徴的な出来事








川整備事業  6）から見てみると、まず寛文期（1665 年か
ら 1671 年）は土砂留令にはじまり、淀川の川浚いと舟
運の安定化で代表される事業で、その後淀川左岸の寝屋






（1676）年 5 月には淀川右岸の高槻市番田で堤切れ  8）、























川上流の八幡市での水害  13）も貞享・元禄期まで 10 年間
平均 2回程度だったものが、享保期以降平均 4～5 回程
度と倍増している（表 1）。享保元（1716）年には周囲
より低めに築留された「態と切」堤が野田村大長寺裏の






















について調査を行い、11 例の「態と切」を確認した  17）。
そのうち 4例は野田村大長寺裏の国役堤で行われていた。
その 4例とは享保 20（1735）年 6月の三矢切れ、享和 2
（1802）年 7 月の点野仁和寺切れ、文化 4（1807）年 5
































た大規模水害は享和 2（1802）年 7 月の点野仁和寺切れ、
文化 4（1807）年 5 月の八番切れ、慶応 4（1868）年 5
月の唐崎切れ、明治 18（1885）年 6 月の伊加賀切れ、
大正 6（1917）年 10 月の大塚切れの水害であった。す
べて享保期以降のものであった。





ことが詳しく書かれている  25）。それによれば享保 20 年
6 月 19 日から 20 日かけて台風が通過して、22 日早朝に
豪雨、23日深夜1時ごろに正徳5年ごろに国役堤となっ
た三矢の廻し堤  26）（枚方市三矢）が 56 間ほど破堤し、
23 日朝 7 時ごろに東村（守口市東町）の中西家と藤田





験的に行われ、幅 15 間ほど国役堤を切り開いた。27 日
には藤田村で水位が下がるのを確認したが、月出村（門
真市月出町）と藤田村間にある門真輪中の囲堤修復のた












できた  27）。神田村の横手堤も破堤した  28）。被害は 116ヶ












和二壬戊年大洪水私記  33）」と「絵本洪水記  34）」などの洪
水記録があって、本水害のことが詳しく書かれている。
それらによれば享和 2年 6月 25 日から 6月 29 日に台風











設けて、9月 19 日に切れ所の水留が完了している  35）。
3．文化 4年 5月の八番切れ
本水害は門真市岸和田の善福寺の「心得書  36）」が詳し





5 間ほど「態と切」を行い  38）、5 月 28 日、29 日に一時
的に水位が下がったが、5月 29 日から 6 月 1 日と暴風
雨となり  39）、大阪湾沿岸で高潮被害が出た。八番村切れ
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写帳」では 5月 13 日に高槻市唐崎村字弥右衛門屋鋪で










5．明治 18 年 6 月の伊加賀切れ
本水害は、洪水志  47）や堀溝村柳本家日記  48）に詳しく





し 19 日には北河内地区西部が浸水した。6 月 20 日 17





ためと考えられるが、翌 21 日午前 3時にさらに大長寺
裏から上流が破堤し、北河内西部の寝屋川や平野川流域
まで浸水被害が拡大する  51）。















る。東大阪市の徳庵堤では明治 20 年 9 月 24 日に無名の
石碑（写真 2）の建碑式が行われている  54）が、その碑文
には「二十八日劇雨疾風不止者二晝夜水勢益壮遂決寝屋





6．大正 6年 10 月の大塚切れ
本水害は、淀川左岸水害予防組合誌  55）に詳しく書か



















淀川右岸の神崎川流域では享保 3（1718）年 7 月には











て阻止されている  62）。文化 4年 5月には枚方市と寝屋川
市の境界にある赤井堤で上庄（枚方市側）の田畑の浸水
を軽減するために「態と切」したと下庄（寝屋川市側）























う。享保 3年 7月の安威川水害、嘉永 4年 6月の糸田川
水害ではその後争論となっているので、究極のものとは































































































































































































53）「出水哀話」、「大阪朝日新聞」、明治 18 年 7 月 10 日朝刊。
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